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《研究ノ ー ト》

西南中国欝江地区

土家（トゥチャ）族農具採訪録

はじめに

渡 部 武＊

1989年以来、 私はいくつかの共同研究プロジェクトに関係しながら、 中国西

南地方諸民族の在来農具の調査に従事してきた。 まず、 ミャンマ ーやラオスと

の国境をなす雲南省南端西双版納地方の｛泰（タイ） 族・基諾（チノ ー ）族・吟

尼（ハニ）族· 克木（クム）人の村泰調査を皮切りに、 北上しながら浪池・撫

仙湖周辺の漢族、 徳宏地区の最頗（チンポ ー）族、 消海周辺の白（ペ ー ）族、

麗江地区の納西（ナシ）族、中匈地区の蔵（チベット）族、濾油湖畔の庶悛（モ

ソ）人・非（イ）族の集落を調壺した。 ついで1996年以後は、 調査地を四川省

側に移し、涵古湖東湖畔に居住する蒙（モン）族（雲南に居住する摩悛人の別

称）、 川北の茂県地方の発（チャン）族などの伝統的な生活様式と生産用具（民

具）の調査を実施し、 すでにいくつかの報告書を刊行した〔渡部・ ダニエルス

1994 、 同 1999 、 渡部 1997 〕。

周知のように、 西南中国地方は古来より多くの諸民族が遷徒を繰り返してき

た舞台である。 1950年代以来の新中国政府による民族識別工作0)結果、 集南省

では漠族を含めて22の諸民族が、 また四川省では15の諸民族がそれぞれ認定さ

れている。彼らは、生態棗境に応じてたくみな棲み分けをなし、塙子（バー ズ、

盆地）や梯田での水稲栽培、 焼畑（近年かなり制限が加えられてきた）や常畑

による陸稲や雑穀の栽培、 あるいは牧畜を生産手段として、 伝統的な生活様式
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継続、代表者渡部武）の恩恵を蒙った。本稿は、 その成果報告の一部である。

1. 齢江地区の概要

地図（図1)を見ると、吟江地区は重疫の東南部に在って、郡（湖北）・湘（湖

南）・幣（貴州）の3省に嵌入したような形で位置している。 総面積は1万

6936k乱。 元来、爵江地区は行政的に四川省に属していたが、 1997年 3 月 14 日の

図 1 盛江地区概略図（「重疫地図illt」成都地図出版社、 1998年刊、pp. 7-8所収図を増補）
















































































